
〒106-6147 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー
お問合せ先：03-6437-6000（代表） www.gsam.co.jp受 付 時 間：営業日の午前９時～午後５時

本ファンドは、約款において運用報告書（全体
版）を電子交付できる旨が定められておりま
す。運用報告書（全体版）は、下記の手順でご
覧いただけます。なお、書面をご要望の場合
は、販売会社までお問い合わせください。
〈閲覧方法〉
右記ＵＲＬにアクセス⇒「ファンド情報」⇒
「ファンド一覧」より本ファンドを選択⇒「運
用報告書（全体版）」を選択

受益者の皆様へ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、「グローバル新成長国オープン」は、この
たび、第191期～第196期の決算を行いました。
本ファンドは、新成長国（先進国を除いた国およ
び地域）の株式および債券に投資することによ
り、信託財産の長期的な成長をめざして運用を
行っております。今期の運用経過等について、以
下のとおりご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

第196期末（2024年１月５日） 第191期～第196期
基 準 価 額 3,743円 騰 落 率 2.3％
純資産総額 1,632百万円 分配金合計 120円
（注）騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したも

のとみなして計算したものです。

交 付 運 用 報 告 書

グローバル
新成長国オープン
愛称：グローバルネクスト

追加型投信／海外／資産複合

第191期（決算日2023年８月７日）
第192期（決算日2023年９月５日）
第193期（決算日2023年10月５日）
第194期（決算日2023年11月６日）
第195期（決算日2023年12月５日）
第196期（決算日2024年１月５日）
作成対象期間：2023年７月６日～2024年１月５日
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運用経過
基準価額等の推移について（2023年７月６日～2024年１月５日）

（注１）参考指標は、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（円ベース）20％、ＪＰモルガン・ガバメント・ボン
ド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）60％、ＪＰモルガン・
エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）20％を委託者が合
成した指数であり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。

（注２）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注３）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留
意ください。

（注４）分配金再投資基準価額、参考指標は、当作成期（以下、「当期」といいます。）の期首の基準価額を起点として指数化し
ています。

（注５）騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しています。

基準価額の主な変動要因
　本ファンドの基準価額は、期首の3,778円から35円下落し、期末には3,743円となりました。

上昇要因
　新成長国株式市場（現地通貨ベース）、現地通貨建て新成長国債券市場（現地通貨ベース）や米ドル
建て新成長国債券市場（米ドルベース）が上昇したことに加え、米ドルが対円で上昇したことなどが基
準価額の上昇要因となりました。

下落要因
　トルコ・リラなどの通貨が対円で下落したことや、分配金をお支払いしたことなどが基準価額の下落
要因となりました。
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参考指標（左軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第191期首：3,778円
第196期末：3,743円
（当作成期中にお支払いした分配金：120円）
騰落率：＋2.3％（分配金再投資ベース）
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１万口当たりの費用明細

項目
第191期～第196期

項目の概要2023年７月６日～2024年１月５日
金額 比率

信託報酬 20円 0.531％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
（投信会社） （  1） （0.028） ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、目論見書・運用

報告書等の作成等の対価
（販売会社） （18） （0.487） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、分配金・換金代金・

償還金の支払い業務等の対価
（受託会社） （  1） （0.017） ファンドの財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

その他費用 2 0.052 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用） （  1） （0.026） 海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用
（監査費用） （  0） （0.006） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （  1） （0.020） 目論見書・運用報告書等の作成・印刷に係る費用、信託事務処理等に要

するその他の諸費用
合計 22 0.583

期中の平均基準価額は3,740円です。
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の

簡便法により算出した結果です。但し、各項目の費用は、本ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除
く。）が支払った費用を含みません。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

（参考情報）
総経費率

　当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取
引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年
率）は2.09％です。

総経費率（①＋②＋③） 2.09％
①本ファンドの費用の比率 1.16％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.82％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.11％

（注１）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料
及び有価証券取引税を含みません。

（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資先ファンドとは、本ファンドが実質的に組入れて

いる投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、

投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場

合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これ

らの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用
の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移について

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注２）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留
意ください。

（注３）分配金再投資基準価額、参考指標は、2019年１月７日の基準価額を起点として指数化しています。
（注４）参考指標は、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（円ベース）20％、ＪＰモルガン・ガバメント・ボン

ド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）60％、ＪＰモルガン・
エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）20％を委託者が合
成した指数であり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。

最近５年間の年間騰落率
2019/１/７ 2020/１/６ 2021/１/５ 2022/１/５ 2023/１/５ 2024/１/５
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額（分配落）（円） 3,948 4,033 3,936 3,822 3,393 3,743
期間分配金合計（税引前）（円） － 420 240 240 240 240
分配金再投資基準価額騰落率 － 13.3％ 4.1％ 3.3％ －5.0％ 17.9％
参考指標騰落率 － 12.6％ 1.6％ 4.7％ －0.0％ 18.0％
純資産総額（百万円） 2,651 2,468 2,195 1,895 1,596 1,632

（注１）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。小数点以下第２位を四捨五入して表示しています。
（注２）純資産総額の単位未満は切捨てで表示しています。
（注３）参考指標は、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（円ベース）20％、ＪＰモルガン・ガバメント・ボン

ド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）60％、ＪＰモルガン・
エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）20％を委託者が合
成した指数であり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。
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投資環境について
＜新成長国株式市場＞
　米国債や米地銀の格下げがグローバルに投資家センチメントの悪化を促すとともに、軟調な主要経済
指標を受けて、新成長国株式市場は上値の重い展開となりました。中国においては、中国恒大集団の新
たなデフォルトの発生や創業者の逮捕が中国の不動産信用問題の再燃を引き起こし、市場の不安を増大
させました。その後、米国における追加利上げ観測が後退し急上昇を続けていた米長期金利に一服感が
みられ、その後は金利低下が継続したことから、新成長国株式市場に追い風が吹きました。また、中国
での重要な政治イベントである中央経済工作会議では不動産市場への大規模な刺激策が見送られたもの
の、米国での金利据え置きや米国の利下げに前向きな姿勢が好感され、新成長国株式市場の上げ幅が広
がりました。

＜現地通貨建て新成長国債券市場＞
　当期の現地通貨建て新成長国債券市場は上昇しました。期の前半は、米国のインフレが鈍化したこと
や中国当局の景気支援姿勢などが下支えとなったものの、中国の経済や不動産を巡る懸念に加え、米国
における高金利の長期化観測などが重石となり、概ねレンジ圏内の推移となりました。期の後半にかけ
ては米国の利上げ終了観測が強まり、投資家のリスク選好度が高まったことなどから上昇し、前期末を
上回る水準で期を終えました。

＜新成長国通貨市場＞
　当期の新成長国通貨市場は、対円では通貨毎に乖離が生じ、ポーランド・ズロチやコロンビア・ペソ
などが相対的に堅調となった一方、トルコ・リラなどが相対的に軟調となりました。ポーランド・ズロ
チは、総選挙で親ＥＵ派である野党勢力が過半数議席を獲得したことなどが市場で好感されたほか、中
央銀行が市場予想に反して政策金利を据え置いたことなどが下支えとなりました。一方、トルコ・リラ
は、インフレが高水準であることや、中央銀行が利上げサイクルの終了を示唆したことなどが重石とな
りました。

＜米ドル建て新成長国債券市場＞
　当期の米ドル建て新成長国債券市場は、米国債の利回りが上昇（価格は下落）したものの、スプレッ
ド（米国債に対する上乗せ金利）が縮小したことから、トータル・リターンはプラスとなりました。期
の前半は米金利の上昇に加え、中国を巡る懸念などからスプレッドは拡大しました。期の後半は、米国
の雇用統計やインフレが市場予想を下回ったことなどを背景に利上げサイクルの終了観測が強まり、投
資家心理が改善したことなどからスプレッドは縮小しました。結局、スプレッドは前期末を下回る水準
で期を終えました。
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ポートフォリオについて
＜本ファンド＞
　新成長国の株式および債券への投資を通じて、信託財産の長期的な成長をめざして運用を行いました。
ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオ、ゴールドマン・
サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオおよびゴールドマン・サッ
クス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオを主要投資対象とし、資産配分は、新成長
国株式20％、現地通貨建て新成長国債券60％、米ドル建て新成長国債券20％を基本としました。

・組入れファンドの当期中の騰落率（分配金再投資、円換算ベース）
ファンド名 騰落率

新成長国株式ポートフォリオ＊１ －1.5％
新成長国債券ポートフォリオ（現地通貨建て）＊２ 3.2％
新成長国債券ポートフォリオ（米ドル建て）＊３ 6.3％

（注）純資産価格の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

正式名称はそれぞれ以下の通りです。
ルクセンブルク籍外国投資証券　ゴールドマン・サックス・ファンズ　Ｓ．Ｉ．Ｃ．Ａ．Ｖ．
＊１　ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオＩＸシェアクラス
＊２　ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオＩＸシェアクラス
＊３　ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオＩＸシェアクラス

＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオ＞
　新成長国市場の幅広い地域の株式に分散投資を行います。新成長国市場は、経済規模拡大によって、
更なる発展および拡大の余地が期待できる市場と考えられます。同市場では、先進国との輸出を中心と
した取引による外需と域内の巨大な人口を背景とした内需の両輪による高い成長力が期待される企業が
多くみられます。当期も引き続き新成長国の株式に投資し、株式の組入比率を概ね高位に保ちながら、
長期的なリターンを享受することをめざしました。
　期中、個別銘柄ではゾマト、メディアテック、サムスン電子などがプラスに寄与しました。一方で、
テンセント・ホールディングス、メイトゥアン、ピンアン・インシュアランスなどがマイナスに寄与し
ました。

＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオ＞
　期首においては、ポーランドやチェコなどの現地通貨建て債券のほか、シンガポール・ドルやメキシ
コ・ペソなどの通貨に対して相対的に強気のポジションを取った一方で、イスラエルやチリなどの現地
通貨建て債券のほか、トルコ・リラやチェコ・コルナなどの通貨に対して相対的に弱気のポジションを
取りました。
　期末においては、チェコや中国などの現地通貨建て債券のほか、シンガポール・ドルやポーランド・
ズロチなどの通貨に対して相対的に強気のポジションを取った一方で、コロンビアやメキシコなどの現
地通貨建て債券のほか、中国人民元やコロンビア・ペソなどの通貨に対して相対的に弱気のポジション
を取りました。

＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオ＞
　期首においてはメキシコや中国などを相対的に強気のポジションとした一方で、フィリピンやマレー
シアなどを相対的に弱気のポジションとしました。
　期末においてはメキシコや南アフリカなどを相対的に強気のポジションとした一方で、フィリピンや
カタールなどを相対的に弱気のポジションとしました。
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ベンチマークとの差異について
　本ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、本ファンドの基
準価額と参考指標の騰落率の対比です。

＜当期の基準価額と参考指標の対比（騰落率）＞

（注１）基準価額の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
（注２）参考指標は、ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（円ベース）20％、ＪＰモルガン・ガバメント・ボン

ド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）60％、ＪＰモルガン・
エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）20％を委託者が合
成した指数であり、投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数として記載しています。

　当期の本ファンドのパフォーマンス（分配金再投資ベース）は＋2.3％となった一方、参考指標のパ
フォーマンスは＋2.9％となりました。

（％）

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

第191期
（23/7/6～23/8/7）

第192期
（23/8/8～23/9/5）

第193期
（23/9/6～23/10/5）

第194期
（23/10/6～23/11/6）

第195期
（23/11/7～23/12/5）

第196期
（23/12/6～24/1/5）

参考指標
本ファンド
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分配金について
　収益分配金（１万口当たり、税引前）については、分配方針および基準価額の水準などを勘案し、第
191期から第196期は各20円としました。収益分配金に充てなかった収益については、信託財産内に留
保し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

＜分配原資の内訳＞
（単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目
第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 第196期
2023年７月６日
～2023年８月７日

2023年８月８日
～2023年９月５日

2023年９月６日
～2023年10月５日

2023年10月６日
～2023年11月６日

2023年11月７日
～2023年12月５日

2023年12月６日
～2024年１月５日

当期分配金 20 20 20 20 20 20
（対基準価額比率） 0.539 0.528 0.553 0.530 0.531 0.531
当期の収益 20 20 20 20 20 20
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 2,797 2,820 2,842 2,865 2,883 2,900
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。

また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。
（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率

とは異なります。

今後の運用方針について
＜本ファンド＞
　今後も引き続き新成長国市場全体の収益機会の追求を目的として、投資信託証券を通じて新成長国の
株式および債券に投資し、基本資産配分に沿った運用を行います。

＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオ＞
　追加利上げ観測が落ち着きをみせ、新成長国株式市場には追い風となる材料が散見されつつある一方
で、規制環境の変化や地政学リスク、企業ガバナンスに対する懸念など、投資に関わる不確実性はます
ます高まっています。企業が置かれる事業環境は引き続き流動的であるとともに、投資環境としてもマ
クロおよびミクロ経済ともに注視が必要な状況が続いております。グローバル景気は今なお不透明な環
境下にあることからも、企業個々の業績動向の把握と株価動向などを加味した銘柄選択が重要となる局
面にあると考えます。また運用においては、新成長国における一人当たり所得の増加は消費の拡大や経
済発展を牽引する重要な要素であるとみており、労働人口の増加、労働参加率の上昇、前世代より教育
水準が上がり都市化された人々の増加により、さらに高まることが予想されます。これらの成長ポテン
シャルを勘案すると、新成長国株式市場は魅力的なバリュエーション水準にあると考えます。
　今後も引き続き運用の基本方針に基づいて運用を行います。
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＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオ＞
　現地通貨建て新成長国債券市場については、米国の景気動向や先進国の高金利長期化観測が新成長国
債券市場の主な注目点になるとの見方をしています。グローバルの金融環境はタイト化しているにもか
かわらず、新成長国ではインフレが各国中央銀行の目標水準に近づいていることから、金融緩和の動き
が徐々に広がっていくとみられます。また、新成長国諸国の名目ＧＤＰ成長率は鈍化しているものの相
対的に高水準であることなども好材料です。一方、2024年の米国大統領選挙に向けて、不確実性が高
まることから市場ボラティリティが高まる可能性があることには注意が必要です。また、南アフリカや
メキシコなど新成長国でも多くの選挙が予定されており、マクロ環境や市場の見通しに影響を及ぼすと
みられています。引き続き、地政学リスクに加え、グローバルの選挙動向や金融政策による新成長国市
場への影響も注視する方針です。このような環境下、各国のファンダメンタルズなどを精査しつつ、ポ
ジションを構築することが重要と考えます。
　当社では、新成長国通貨については、シンガポール・ドルやポーランド・ズロチなどを強気にみる一
方、中国人民元やコロンビア・ペソなどを弱気にみています。シンガポール・ドルについては、経常収
支が黒字であることなどが下支えになる可能性を見込み、強気にみています。一方、中国人民元につい
ては、経済指標は強弱混在しており、依然として先行き不透明感が高いことなどから弱気にみています。
現地通貨建て債券については、チェコや中国などを強気にみる一方、コロンビアやメキシコなどを弱気
にみています。チェコについては、インフレが減速していることなどから強気にみています。一方、コ
ロンビアについては、インフレが高水準であることや、双子の赤字を抱えていることなどから弱気にみ
ています。
　今後も引き続き運用の基本方針に基づいて運用を行います。

＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオ＞
　米ドル建て新成長国債券市場において、米国の景気動向や先進国の高金利長期化観測が新成長国債券
市場の主な注目点になるとの見方をしています。グローバルの金融環境はタイト化しているにもかかわ
らず、新成長国ではインフレが各国中央銀行の目標水準に近づいていることから、金融緩和の動きが
徐々に広がっていくとみられます。また、新成長国諸国の名目ＧＤＰ成長率は鈍化しているものの相対
的に高水準であることなども好材料です。一方、2024年の米国大統領選挙にかけて、不確実性が高ま
ることから市場ボラティリティが高まる可能性があることには注意が必要です。また、南アフリカやメ
キシコなど新成長国でも多くの選挙が予定されており、マクロ環境や市場の見通しに影響を及ぼすとみ
られています。引き続き、地政学リスクに加え、グローバルの選挙動向や金融政策による新成長国市場
への影響も注視する方針です。このような環境下、各国のファンダメンタルズなどを精査しつつ、ポジ
ションを構築することが重要と考えます。
　今後も引き続き運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（上記見通しは2024年１月５日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。）
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本ファンドの概要
商品分類 追加型投信／海外／資産複合

信託期間 原則として無期限

運用方針 新成長国の株式を主要投資対象とする投資信託証券、新成長国の債券を主要
投資対象とする投資信託証券への投資を通じて信託財産の長期的な成長をめ
ざして運用を行います。

主要投資対象

本ファンド 以下の指定投資信託証券を主要投資対象とします。
・ルクセンブルク籍外国投資証券
ゴールドマン・サックス・ファンズ　Ｓ．Ｉ．Ｃ．Ａ．Ｖ．
①ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・
ポートフォリオ
②ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカ
ル・ポートフォリオ
③ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポート
フォリオ

指定投資信託証券① エマージング諸国の主に株式および株式関連証券

指定投資信託証券② エマージング諸国の主に現地通貨建て債券

指定投資信託証券③ エマージング諸国の主に米ドル建て債券

運用方法・組入制限 ①外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジは行いません。
②投資信託証券への投資は、高位に維持することを基本とし、株式への直接
投資は行いません。
③実質的に保有する各資産クラスの投資比率は、新成長国の株式：20％、
新成長国の債券：80％（現地通貨建て債券：60％、米ドル建て債券：
20％）を基本とします。

分配方針 原則として毎計算期末（毎月５日。休業日の場合は翌営業日。）に収益の分
配を行います。投信会社が経費控除後の利子・配当等収益および売買損益
（評価損益を含みます。）等の中から基準価額水準、市場動向等を勘案して
分配金を決定します。
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（参考情報）
本ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

○上記は、2019年１月から2023年12月の５年間における１年騰落率の平均値・最大値・最小値を、
本ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて表示したものです。

○各資産クラスの指数
日本株：東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先進国株：ＭＳＣＩ　コクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：ＭＳＣＩ　エマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ　国債
先進国債：ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グロー

バル・ダイバーシファイド（円ベース）
□東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）に係る標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または
株式会社ＪＰＸ総研の関連会社の知的財産です。□ＭＳＣＩコクサイ・インデックスおよびＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・
インデックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利はＭＳＣＩインクに帰属します。ＭＳＣＩおよびＭＳＣＩの情報の編
集、計算、および作成に関与するその他すべての者（以下総称して「ＭＳＣＩ当事者」といいます）は、ＭＳＣＩの情報について
一切の保証（独創性、正確性、完全性、商品性および特定目的への適合性を含みますが、これらに限定されません）を明示的に排
除します。ＭＳＣＩ、その関連会社およびＭＳＣＩ当事者は、いかなる場合においても、直接損害、間接損害、特別損害、付随的
損害、懲罰損害、派生的損害（逸失利益を含みます）およびその他一切の損害についても責任を負いません。ＭＳＣＩの書面によ
る明示的な同意がない限り、ＭＳＣＩの情報を配布または流布してはならないものとします。□ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債の知的
財産権は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。□ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、
FTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。□ＪＰモル
ガン・ガバメント・ボンド・インデックス・エマージング・マーケッツ・グローバルに関する著作権は、Ｊ．Ｐ．モルガン・セ
キュリティーズ・エルエルシーに帰属します。

・海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースの指数を採用しております。
・全ての資産クラスが本ファンドの投資対象とは限りません。
・本ファンドの騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。
・騰落率は当期末の直近月末から60ヵ月遡った算出結果であり、本ファンドの決算日に対応した数値とは異なります。
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本ファンドのデータ
本ファンドの組入資産の内容（2024年１月５日現在）

○組入上位ファンド� （組入銘柄数：３銘柄）
ファンド名 比率

ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオ 59.9％
ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオ 19.6％
ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオ 19.5％

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）上記の比率は全て本ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があ
ります。

（注２）国別配分は、発行国もしくは投資国を表示しています。国・地域別による配分です。

純資産等

項目 第191期末 第192期末 第193期末 第194期末 第195期末 第196期末
2023年８月７日 2023年９月５日 2023年10月５日 2023年11月６日 2023年12月５日 2024年１月５日

純資産総額 1,686,542,736円 1,694,982,381円 1,611,503,652円 1,670,260,982円 1,651,277,353円 1,632,424,444円
受益権総口数 4,568,120,739口 4,502,460,281口 4,484,232,586口 4,448,641,957口 4,403,956,056口 4,360,759,039口

１万口当たり基準価額 3,692円 3,765円 3,594円 3,755円 3,750円 3,743円
（注）当作成期首元本額は4,575,073,096円、当作成期間（第191期～第196期）中において、追加設定元本額は53,257,990円、

同解約元本額は267,572,047円です。

外国投資信託証券
99.0％

その他
1.0％

○資産別配分

ルクセンブルク
99.0％

その他
1.0％

○国別配分

米ドル
99.0％

その他
1.0％

○通貨別配分
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組入上位ファンドの概要
＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・エクイティ・ポートフォリオ＞（2023年５月31日現在）
＊2024年１月５日時点で入手可能な直近までの状況をご報告申し上げます。
○純資産価格の推移について（2022年12月１日～2023年５月31日）

＊ＩＸシェアクラスの純資産価格

○費用明細（2023年５月31日に終了した期間）（単位：米ドル）
費用
当座借越支払利息 11,915
有価証券貸付にかかる手数料 5,952
投資顧問報酬 15,307,505
保管費用 994,887
管理事務代行報酬 224,134
販売報酬およびサービシング報酬 264,911
名義書換事務代行報酬 160,287
年次税 345,979
監査報酬 10,804
管理会社報酬 298,720
取締役報酬 12,045
弁護士報酬 47,732
保険費用 32,498
印刷費用 63,687
出版費用 3,320
税務報告報酬 13,025
支払代理人報酬 24,155
規制報告報酬 39,619
その他費用 186,551

18,047,726
費用合計 18,047,726
（注）費用明細は１万口当たりの情報の入手が困難であるため、当外

国投資信託証券の全てのクラスにかかった金額を表示しており
ます。

5.0

6.0

7.0

8.0

22/11 22/12 23/1 23/2 23/3 23/4 23/5
（年/月）

（米ドル）

純資産価格

○組入上位10銘柄� （組入銘柄数：121銘柄）
銘柄名 国・地域 比率

１ Taiwan�Semiconductor�Manufacturing�Co.�Ltd. 台湾 10.0%
２ Samsung�Electronics�Co.�Ltd. 韓国 6.1%
３ Tencent�Holdings�Ltd. 中国 5.5%
４ Alibaba�Group�Holding�Ltd. 中国 2.9%
５ Kweichow�Moutai�Co.�Ltd.�Class�A 中国 2.2%
６ Bank�Central�Asia�Tbk�PT インドネシア 1.9%

銘柄名 国・地域 比率
７ ICICI�Bank�Ltd. インド 1.8%
８ Ping�An�Insurance�Group�Co.�of�China�Ltd.�Class�H 中国 1.7%
９ China�Merchants�Bank�Co.�Ltd.�Class�H 中国 1.5%
10 Meituan�Class�B 中国 1.5%
（注）組入比率は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資

産額に対する割合です。

（注１）配分は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資産額に対する比率です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合が
あります。

（注２）国別配分は、国・地域別による配分です。
（注３）キャッシュ部分については、「その他」に含めています。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

外国株式
96.6％

不動産投資信託
1.1％

投資信託証券
0.8％ その他

1.5％

○資産別配分

中国
26.5％

インド
14.9％

台湾
14.3％

韓国
11.4％

香港
3.9％

インドネシア
3.7％

ブラジル
3.4％

その他
25.4％

○国別配分

香港ドル
24.2％

インド・ルピー
14.8％

台湾ドル
14.7％

韓国ウォン
11.3％

中国・人民元
6.4％

メキシコ・ペソ
4.4％

インドネシア・ルピア
3.7％

その他
20.4％

○通貨別配分
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＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ローカル・ポートフォリオ＞（2023年５月31日現在）
＊2024年１月５日時点で入手可能な直近までの状況をご報告申し上げます。
○純資産価格の推移について（2022年12月１日～2023年５月31日）

＊ＩＸシェアクラスの純資産価格

○費用明細（2023年５月31日に終了した期間）（単位：米ドル）
費用
当座借越支払利息 604
投資顧問報酬 2,642,893
保管費用 267,832
管理事務代行報酬 116,732
販売報酬およびサービシング報酬 13,722
名義書換事務代行報酬 43,087
年次税 52,708
監査報酬 10,301
管理会社報酬 48,802
取締役報酬 3,450
弁護士報酬 9,167
保険費用 5,719
印刷費用 12,122
出版費用 3,172
税務報告報酬 13,025
支払代理人報酬 8,152
規制報告報酬 27,226
その他費用 46,755

3,325,469
費用合計 3,325,469
（注）費用明細は１万口当たりの情報の入手が困難であるため、当外

国投資信託証券の全てのクラスにかかった金額を表示しており
ます。

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

22/11 22/12 23/1 23/2 23/3 23/4 23/5

（米ドル）

（年/月）

純資産価格

○組入上位10銘柄� （組入銘柄数：114銘柄）
銘柄 種別 通貨 比率

１ Goldman�Sachs�US$�Treasury�Liquid�
Reserves�Fund�(X�Distribution�Class) 投資信託 ＵＳＤ 9.5％

２ Brazil�Letras�do�Tesouro�Nacional 債券 ＢＲＬ 5.4％
３ United�States�Treasury�Bill 債券 ＵＳＤ 3.9％
４ Brazil�Notas�do�Tesouro�Nacional—Series�F 債券 ＢＲＬ 3.1％
５ Indonesia�Treasury�Bond—Series�FR71 債券 ＩＤＲ 2.5％
６ Indonesia�Treasury�Bond—Series�FR80 債券 ＩＤＲ 2.3％

銘柄 種別 通貨 比率
７ Mexican�Bonos—Series�M�30 債券 ＭＸＮ 2.3％
８ Brazil�Notas�do�Tesouro�Nacional—Series�F 債券 ＢＲＬ 2.0％
９ Poland�Government�Bond—Series�425 債券 ＰＬＮ 1.9％
10 Peru�Government�Bond 債券 ＰＥＮ 1.7％
（注）組入比率は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資

産額に対する割合です。

（注１）配分は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資産額に対する比率です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合が
あります。

（注２）国別配分は、国・地域別による配分です。
（注３）キャッシュ部分については、「その他」に含めています。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

債券
80.6％

投資信託
9.5％

その他
9.8％

○資産別配分

ブラジル
13.0％

アイルランド
9.5％

南アフリカ
8.0％

インドネシア
7.9％

タイ
7.4％ポーランド

6.9％

チェコ
5.3％

その他
42.0％

○国別配分

米ドル
13.8％

ブラジル・レアル
13.0％

インドネシア・
ルピア
11.2％

南アフリカ・ランド
8.0％タイ・バーツ

7.4％

ポーランド・ズロチ
6.9％

チェコ・コルナ
5.3％

その他
34.4％

○通貨別配分
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＜ゴールドマン・サックス・エマージング・マーケッツ・デット・ポートフォリオ＞（2023年５月31日現在）
＊2024年１月５日時点で入手可能な直近までの状況をご報告申し上げます。
○純資産価格の推移について（2022年12月１日～2023年５月31日）

＊ＩＸシェアクラスの純資産価格

○費用明細（2023年５月31日に終了した期間）（単位：米ドル）
費用
当座借越支払利息 302
有価証券貸付にかかる手数料 5,576
投資顧問報酬 9,780,723
保管費用 280,173
管理事務代行報酬 263,193
販売報酬およびサービシング報酬 506,091
名義書換事務代行報酬 117,852
年次税 300,155
監査報酬 12,531
管理会社報酬 268,993
取締役報酬 10,127
弁護士報酬 46,098
保険費用 22,411
印刷費用 37,844
出版費用 7,599
税務報告報酬 16,841
支払代理人報酬 11,121
規制報告報酬 64,733
その他費用 98,704

11,851,067
費用合計 11,851,067
（注）費用明細は１万口当たりの情報の入手が困難であるため、当外

国投資信託証券の全てのクラスにかかった金額を表示しており
ます。

2.4

2.6

2.8

3.0

22/11 22/12 23/1 23/2 23/3 23/4 23/5
（年/月）

（米ドル）

純資産価格

（注１）配分は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資産額に対する比率です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合が
あります。

（注２）国別配分は、国・地域別による配分です。
（注３）キャッシュ部分については、「その他」に含めています。
＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

債券
88.9％

投資信託
5.9％

その他
5.2％

○資産別配分

アイルランド
5.9％

メキシコ
5.0％

米国
4.9％トルコ3.9％

コロンビア
3.7％

ハンガリー
3.6％

インドネシア
3.5％

その他
69.5％

○国別配分

米ドル
89.9％

ユーロ
4.8％

ドミニカ・ペソ
0.1％ その他

5.2％

○通貨別配分

銘柄 種別 通貨 比率
１ Goldman�Sachs�US$�Treasury�Liquid�

Reserves�Fund�(X�Distribution�Class) 投資信託 米ドル 5.9％
２ United�States�Treasury�Note/Bond 債券 米ドル 2.0％
３ United�States�Treasury�Note/Bond 債券 米ドル 1.5％
４ Hungary�Government�International�Bond 債券 米ドル 1.4％
５ Oman�Government�International�Bond 債券 米ドル 0.9％
６ Brazilian�Government�International�Bond 債券 米ドル 0.8％

銘柄 種別 通貨 比率
７ Panama�Government�International�Bond 債券 米ドル 0.8％
８ Colombia�Government�International�Bond 債券 米ドル 0.8％
９ Costa�Rica�Government�International�Bond 債券 米ドル 0.8％
10 Gaci�First�Investment�Co. 債券 米ドル 0.8％
（注）比率は当外国投資信託証券の全てのクラスを合算した純資産額

に対する割合です。

○組入上位10銘柄� （組入銘柄数：499銘柄）
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